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北上市民生委員児童委員協議会と北上市議会教育民生常任委員会との意見交換会  

概要報告書  

 

１  テーマ  

  地域に根ざした福祉活動の現状と課題等について  

 

２  開催日時  

  平成 26 年１月 22 日（水）午後１時 30 分から午後３時 10 分まで  

 

３  開催場所  

  北上市議会議事堂第２・３委員会室  

 

４  次第  

 (1) 開  会    北上市議会教育民生常任委員会  副委員長  星    敦子  

 (2) 挨  拶  

  ①北上市議会教育民生常任委員会  委員長  阿  部  眞希男  

  ②北上市民生委員児童委員協議会  会長   松  田  富  雄  

 (3) 参加者自己紹介（進行  教育民生常任委員会  副委員長  星    敦  子）  

 (4) 意見交換    （進行  教育民生常任委員会  委員長   阿  部  眞希男）  

 (5) 閉  会    北上市議会教育民生常任委員会  委員長  阿  部  眞希男  

  

５  意見交換の概要について  

【民生委員の活動について】  

○  活動実績を見ると、活動日数は増加傾向にあり、相談支援の中でも高齢者に関

する日常的な生活相談が増えている。また、夜遅くに電話で相談を受けることも

あり、多忙な状況となっている。このことは特定の地域に限られるものではなく、

どこも同じような傾向が見られる。  
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人口の多い地域においては認知症の高齢者に関する問題が多く、件数が多過ぎ

て警察でも対応しきれない旨の連絡を受ける状況になっている。消費生活に関す

る相談も多々受けている。  

 

○  ふれあいデイサービスの参加率が落ちているように思われる。内容についても、

体操や手作業が面倒になって行かなくてもいいと思われていたり、参加していも

メニューをこなせなくなって居眠りしていたりという現状なので、活動のレベル

を下げる必要があるように感じる。また、対象者が固定化されてしまって入れ替

えできなくなっている。  

ふれあいデイサービスについて、冬季は送迎がないと参加が難しい場合もある

が、今の予算では送迎までは難しいようなので、冬季の間だけでも委託料を増額

する等の対応はとれないだろうか。  

 

○  高齢者宅への訪問だけでなく、新生児のいる家庭へも訪問している。近くに身

内がいない場合、育児ノイローゼにならにように話し相手になっている。色々な

不安を抱えているように感じる。  

 

○  支援を必要としている対象は多いが、民生委員自身の高齢化もあり、今後の不

安がある。また、民生委員のなり手が不足しており、定員が揃わないところもあ

る。ボランティア養成講座等によって民生委員への意識を持つ人も出てくるかも

しれないので、そういった取り組みもお願いしたい。  

 

 

○  大きな案件があると、地区担当民生委員１名での訪問は大変なため、近くの行

政区の民生委員と複数で訪問する等の対応をしている。また福祉協力員との連携

も図っている。  
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【委員からの質問と民児協からの意見】  

○  様々な事案が起きた際の対応はどのようにされているのか。  

→  研修の機会があり、対応の仕方を勉強している。民生委員だけで解決でき

るものばかりではないので、専門の機関へ引き継ぐようにしている。  

 

○  区長や自治会長や自主防災組織との連携はどのようにされているのか。  

→  地区の住民に関する情報については、区長等と共有できるものと、民生委

員の守秘義務のために出せないものがある。要援護者の把握については、援

護を要する人からの申し出を受けることによって情報を共有できるが、例え

ば病気や障がいを抱えている等の情報については、知っていても公にはでき

ない。いざという時に誰が何の役割を果たすのかという連携が必要と考える。

地区によっては自治会長の任期が１年というところもあり、あまり短いと連

携も難しい部分がある。また、組織を整理して連携を図りやすくした地区や、

区長、民生委員、社会福祉協議会の支部、地域包括支援センター等で３～４

ヶ月に１回の頻度で会議を開き、共通認識を持つことでうまく回っている地

区もある。  

 

○  生活保護についてはどうか。  

  →  相談があれば福祉課につないで、専門的に生活保護の相談を受けてもらう

ようにしている。生活保護ではないが、生活費の少額貸付 (社会福祉協議会

のたすけあい資金 )の相談は多い。返済が滞ることも多く、苦慮している部

分もある。  

 

○  活動している量に比べて活動費が少ないのではないか。  

→  どの民生委員も口は出さないが、正直そういったことを感じている人も多

いように思われる。  
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６  出席者  

 【北上市議会教育民生常任委員会】  

  委 員 長   阿  部  眞希男  

  副委員長    星    敦  子  

  委   員    佐  藤  惠  子  

  委   員    齊  藤  律  雄  

  委   員    三  宅    靖  

  委   員    藤  原    正  

  委   員    菅  野  豊  志  

  委   員    及  川    誠  

  委   員    髙  橋  初  男  

 【議会事務局】  

  議事課長    菅  原  和  彦  

  書   記    齊  藤    大  

書   記    栩  原  志  朗  

 

 【北上市民生委員児童委員協議会】  

  会   長    松   田   富   雄  

副  会  長    佐   藤   彧   子  

理   事    及   川   洋   子  

理   事    照   井  モ   ト  

理   事    眞   田   芳   枝  

理   事    齊  藤    稔  

理   事    滝   澤   照   子  

理   事    宮           勧  

理   事    伊  藤  喜美子  

  


